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04003A1 
農作物・食品のカビ汚染を検知する 

昆虫嗅覚受容体利用型簡易検査システムの基盤構築 
 
１ 代表機関・研究統括者 

国立大学法人 東京大学・光野 秀文 
 
２ 研究期間：令和４年度～令和４年度（１年間） 

 

３ 研究目的 

農作物（麦類など）のカビ病や飲食料のカビ汚染を現場で早期発見で

きる簡易検査システムを開発するために、カビに由来する臭い複合成

分を高感度、かつ高選択に検知する技術基盤の確立を目的とする。 

 

４ 研究内容及び実施体制 

①  カビ臭の検出素子の開発 

カビ臭の各成分の検出に適した嗅覚受容体を選定し、それらの嗅

覚受容体を培養細胞で機能発現させることで、各成分に蛍光応答を

示すセンサ細胞を作出する。 
（東京大学 先端科学技術研究センター） 

 

② カビ由来複合成分の検出技術の確立 

複数種類のセンサ細胞を用いたアレイ化技術を確立し、センサ細

胞の蛍光パターンの取得とその解析から、複合臭に含まれる成分の

種類や当該各成分の濃度を推定する技術を確立する。 
（東京大学 先端科学技術研究センター） 

    

５ 最終目標 

昆虫の嗅覚受容体を用いて、カビ臭成分に蛍光応答を示す複数種類

のセンサ細胞を作出し、それらの蛍光パターンからカビ由来の複合臭

を検知して農作物や食品のカビ汚染を判定する技術基盤を確立する。 

 

６ 期待される効果・貢献 

農作物や食品へのカビの混入を客観的かつ定量的に評価できる簡易

検査システムを開発することで、安全・安心な食の確保に貢献する。 

 

 

 
【連絡先 国立大学法人 東京大学 先端科学技術研究センター 03-5452-5195】 
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